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品種名 1cm 2cm 3cm
播種後日数 播種後日数 播種後日数






































































































































































































































































































































指数 判定 出穂期　　　発芽歩合（月．日）　　　（％） 判定
総合判定
めばえもち　　4．8
こがねもち　　6．5
コシヒカリ　　　　ー
トドロキワセ
キヌヒカリ
　中
やや易
7、29
7．30
7．26
8．1
5
2
5
34
やや難～中
　難
やや難～中
　やや易
　中
やや易
難
やや難
やや易
注 1）育成地では成熟期に標本採取，5℃で貯蔵後，28℃，湿度100％の穂発芽検定器に1週間置床後・観察により2
　（極難）～8（極易）の8段階に分級した．・
2）福井農試では，穂を流水に浸し，10日目の発芽歩合を示した，
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およびrキヌヒカリ」よりやや少ないことから，中
と判断される．
　5）障害型耐冷性
　rめばえもち」の育成地と宮城県古川農業試験場，
福島県農業試験場冷害試験地および福井県農業試験
場における検定結果を表27に示した．穂孕期にお
ける耐冷性の検定では，rめばえもち」の不稔歩合お
よび不稔程度は障害型耐冷性が弱のrどんとこい」，
r農林21号」，rササニシキ」並に高いことから，rめ
ばえもち」の障害型耐冷性は弱と判断される．また，
開花期耐冷性の検定ではrめばえもち」は完全に不
稔であったことから，弱と判断される．
　6）幼苗期耐冷性
　rめばえもち」の青森県農業試験場藤坂支場におけ
る幼苗期耐冷性の検定結果を表28に示した，rめば
えもち」の幼苗期耐冷性は「ササニシキ」並に強く，
強と判断される．
表27　rめばえもち」の障害型耐冷性
穂孕期耐冷性 開花期耐冷性
育成地 宮城・古川農試　　　福島農試・冷害試験地　　福井農試 福井農試
品種名識200軌2001年出穂期1995年 2001年　　　　　1994年　　　　　　　1994年
（月．日）
不稔
歩合
（％）
判定
（月，日）
不稔　　判定程度
出穂期
（月．日）
不稔　　　　　不稔
歩合　判定　　歩合
（％）　　　　　（％）
　　総合　　判定　　不稔
判定　　　　　歩合　　判定
　　　　　　（％）
めばえもち
コシヒカリ
トドロキワセ
ヤマヒカリ
オオ　ト　リ
大　　　　空
コガネヒカリ
こがねもち
キヌヒカリ
フクヒカリ
初　　　　星
アキホマレ
トヨニシキ
ササニシキ
どんとこい
農林21号
ミョウジョウ
8．9
8．14
8．9
8．14
8．17
95．4
26．2
52．3
63，6
89．0
弓5　　　　　8．28　　　10．0　　　逗揚
極強　　9．1　　7．8　極強
一　　8，20　　4．8　極強
一8．256．3強一　　　9．6　　9．8　やや強
一　　8．26　　8，3　やや強
中　　　一　　　一　　一
中　　　一　　　一　　一
一8．258．8中一　　8．24　　9．5　やや弱
弱　　　一　　　一　　一
一　　　　　9．3　　　10．0　　　奪掲
8．25　　　91　　　葺毫
8．25　　42　　強
8．26　　54　やや強
8．25　　　　86　　　　憂漏
97．7　　　　奪掲　　　　憂錫　　　　100．0　　　　弓5
43．8　極強　極強　　23，3　極強
30．2　極強　極強　　5LO　極強
34．6　極強　極強　　73．7　やや弱
一　　　一　　強　　　一　　　一
一　　　一　やや強　　一　　　一
一　　　一　やや強　　一　　　一
一　　一　　中　　　一　　一
一　　　一　　中　　　一　　　一
78．3中中66．0中74．4中中87．7弱一　　　一　　中　　　一　　　一
一　　　一　やや弱　　一　　　一
97．3　　弱　　弱　　　76．2　やや弱
一　　　一　　弱　　　一　　　一
一　　　一　　弱　　　一　　　一
100。0　　　　易…1　　　　冒毫1　1　　　85．6　　　　弓5
注 1）育成地では極早生の幼穂形成期から晩生の出穂期まで水温約19℃の冷水を掛け流しした（水深約15cm）．
2）古川農試は不稔程度を達観で調査し，1（不稔歩合0～10％）～10（同90～100％）で示した．
3）福島農試・冷害試験地では冷水掛け流し法で検定した．
4）福井農試の穂孕期耐冷性検定は現地検定圃場（福井県大野市）において冷水掛け流し法で，開花期耐冷性は人工気象室において出穂始より15℃
　で，7日間処理で検定した．
表28　rめばえもち」の幼苗期耐冷性（青森農試藤坂支場，1994年）
人工気象室
品種名 観察　　　　判定調査
冷水掛流し処理　　　　　　　　　　　　総合観察　　　乾物重　　　判定　　　　　　　　　　　　判定調査　　増加率
めばえもち
トドロキワセ
ササニシキ
ハバ　タ　キ
アキヒカリ
トヨニシキ
キヨニシキ
密陽23号
A
B，f
強
強
強
極弱
強
強
強
弱
C
C
61．3
59．5
61．1
57．1
66．7
48．5
62．1
25．0
　強
やや強
　強
　弱
強
やや強
強
弱
強
強
強
極弱
強
強
強
弱
注 1）観察調査の欄のA，B，C，D，E　E　Gは，個体枯死，葉身の枯れ上がり，稲体の黄化，稲体
　の楼化，葉鞘の一部黄化，葉身の黄化，葉先の枯れ上がりを示し，小文字は症状の発現程度
　の少ないことを示す，
2）乾物重増加率＝（処理後30日の乾物重一処理後20日の乾物重）／処理後20日の乾物重×100（％）
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V　栽培適地および栽培上の留意点
　rめばえもち」の適地は早晩性から判断すると，東
北中南部，北陸および関東以西である．奨励品種決
定基本調査の概評を表29に示したが，収量，品質が
不十分であること等の理由から，評価は低かった。
配付先が少なく，地域が限られるが，桿長は短く，
倒伏がほとんど認められなかったことから，施肥条
件によっては収量の増加も考えられる．これまで巨
大胚の濡品種がなかったことから，東北中南部から
九州に至る広い地域で新規用途を目的とした栽培が
可能と考えられる．
　rめばえもち」の栽培上の留意点は以下のとおりで
ある．
1。種子の発芽率および出芽率が低いので，播種量
　を2割程度多くし，覆土は薄くし，加温して出
　芽を促進させる．
2．短桿ではあるが穂数が多いため，過度な追肥は
　倒伏を助長するので避ける．
3．粒着がやや疎で，1穂籾数が少なく，登熟が早い
　ので，刈り遅れに注意する．
4．障害型耐冷性が弱いので，冷害の常襲地での作
　付けは避ける．
表29　奨励品種決定基本調査におけるrめばえもち」の
　　有望度一覧
1994年 1995年
県名場所名　　　　概評 収量比（％）標肥
　　　　　収量比（％）　　　概評多肥　　　　　　標肥
新潟　本場　　△　　　92
富山　本場　　×　　　106
福井　本場　　△
鳥取　本場　　×　　　78
徳島　本場　△×　　64
宮崎　本場　　×　　　87
79
X 58
注）有望度欄の△　×1よそれぞれ継続，打ち切りを示す．
V［命名の由来および育成従事者
　rめばえもち」は発芽玄米が健康に恵みをもたらす　　　rめばえもち」の育成従事者は表30のとおりで南
ことをイメージして命名された．　　　　　　　　　　る，
　　　　　　　　　　　　　　　表30　rあばえもち」の育成従事者
　　年次・
　　世代氏名
19881989199019911992199319941995199619971998199920002001
備　　　　考
交配 F1 F2F3F4F5F6F7F8FgFloFl1F12F13F14
上　原　泰　樹
小　林　　　陽
古　賀　義　昭
小　牧　有　三
笹　原　英　樹
後　藤　明　俊
大　槻　　　寛
福　井　清　美
太　田　久　稔
清　水　博　之
三　浦　清　之
堀　内　久　満
奥　野　員　敏
10月
9月
4月 現東北農業研究センター
現茨城県土浦市在住
現佐賀県小城郡在住
現在員
現在員
現在員
現稲育種工学研究室
現鹿児島県農業試験場
現作物研究所
現北海道農業研究センター
現在員
現福井県農業試験場
現北海道農業研究センター
10月
3月
4月
8月
8月
10月 3月
4月 9月
3月
10月 3月
3月
9月
9月
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『皿摘
　rめばえもち」は中央農業総合研究センター北陸研
究センター（旧北陸農業試験場）で1988年に巨大胚
の儒品種の育成を目的としてr金南風」の巨大胚突
然変異系統rEM－40」を母とし，「中部儒57号」（後
のココノエモチ）を父として人工交配を行って育成
された品種である。1994年から「北陸濡167号」の
系統名で奨励品種決定調査等の試験を行ってきた結
果，2002年9月3日に水稲農林儒382号に登録さ
れ，「めばえもち」と命名された．「めばえもち」は
機能性成分GABAを多く含む巨大胚で濡という新し
い特性を持った新品種であり，新たな機能性を持っ
た加工食品等への新たな需要が見込まれ，とくに地
域おこしの一環として餅を用いた商品開発に積極的
な地域における普及が期待される．
　「めばえもち」の特性の概要は以下のとおりであ
る．
1．出穂期は「こがねもち」よりやや遅く，成熟期
　は「こがねもち」よりやや早く，育成地では中
　生の早に属する儒種である．
2．桿長はrこがねもち」より16cm程短い短桿で，
　穂長はやや長く，穂数は多く，草型は偏穂数型
　であり，俘先色は赤褐である．
3．収量は標肥栽培では「こがねもち」より少ない
　が，多肥栽培した場合にはrこがねもち」より多
　収である．
4
5
6
7
8
9
10
11
要
　耐倒伏性は「こがねもち」より強く，中である．
　玄米品質はrこがねもち」よりやや劣り，中中
　である．
　胚芽重は「こがねもち」「コシヒカリ」の約3倍
　あり，玄米重の7～8％程度を占める、
　胚芽内に蓄積されるγ一アミノ酪酸（GABA）含
　量は発芽玄米で高く，rコシヒカリ」rこがねも
　ち」の約2倍のGABAを含む．
　餅の食味はrこがねもち」よりやや劣り，中上
　で，柔らかい食感を長時間保持することが可能
　である．
健康食品として発芽玄米餅，巨大胚芽を用いた
胚芽入り餅・団子生地，甘酒，おこし様菓子等
　の加工利用も考えられる．
　いもち病真性抵抗性遺伝子P彪を持っと推定さ
れ，葉いもち圃場抵抗性は中，穂いもち圃場抵
抗性はやや強である．
　白葉枯病抵抗性は中，縞葉枯病に対しては罹病
性で，障害型耐冷性は弱で，穂発芽性は中であ
　る．
rめばえもち」は，東北中南部から九州に至る広い
地域で新規用途を目的とした栽培が可能と考えられ
る．栽培にあたっては種子の出芽が劣るので，播種
量を多くし，過度な追肥は避け，刈り遅れに注意す
る．
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A　New　Rice　V哀riety”Mebaemochi”
　　　　　　　Yasuki　Uehara＊1，Akira　Kobayashi＊2，Ybshiaki　Kog段＊3，Hisatoshi　Ohta＊4，
Hiroyuki　Shimizu＊5，Kiyoyuki　Miura＊6，Kiyomi　Fukui＊7，Hiroshi　Otsuki＊6，『YUzo　Komaki＊6，
　　Hideki　S＆sahara＊6，Hisamitsu｝Ioriuchi＊8，Akitoshi　Goto＊6and　Kazutoshi　Okuno＊5
Summary
　　　A　new　rice　variety／Mebaemochi響『is　a　glutinous　rice　variety　with　giant　embryo　developed　at
Hokuriku　Research　Center　of　the　National　Agricultural　Research　Center（£ormer　Hokuriku　National
Agricultural　Experiment　Station）of　National　Agricultural　Research　Organization（NARO）in2002．To
develop　a　new　variety　wiむh　giant　embryo，”Mebaemochi”was　selected　from　the　progenies　of　the　cross
between”EM－40”and”Kokonoemochi”in1988．”EM－40”was　a　backcrossed　line　between”Kinmaze”
and　a　mutant　with　giant　embryo　selected”Kinmaze”treated　with　N－methy1－N－nitrosoureα（MNU）at
the　Kyushu　University　A　selected　promising　line　was　named　Hokuriku－mochi167in　the　F7generation
to　be　submitted　to　loca1＆daptability　trials　at　various　Iocations・Hokuriku－mochi167was　registered　as
Paddy　Rice　Norin－mochi382by　the　Ministry　ofAgriculture，Forestry　and　Fisheries　and　was　named　as
”Mebaemochi”in2002．
　　　This　variety　h＆s　the　same　maturing　st＆ge　of”Koganemochi『㌧Culm　length　is　about16cm　shorter
than　that　of”Koganemochi”，panicle　length　is　slightly　longer　th＆n　that　of”Koganemochi”，and　panicle
number　is　more　than　that　of”Koganemochi”，and　plant　type　is　semi－p＆nicle　number　type．Apiculus
color　is　red　brown．This　variety　is　a　high£ertilizerTesponse　varietyl　and　yield　is　more　than　that　of
”Koganemochi”in　heavy　manuring　culture．Weight　of　embryo　occupies7－8％of　whole　grain，which　is
about　three　times　of　that　of”Koshihikari”．The　accumulation　ofγ一aminobutyric　acid（GABA）in
embryo　is　much　in　germinated　brown　rice，amount．of　GABA　is　about　three　times　of　that　of
”Kδshihikari”or”Koganemochi”．As　GABA　is　effective　to　normalize　the　blood　pressure，and　so　on，
recently　consumer’s　concem　about　GABA　is　increasing。Grain　quality　and　eating　quality　of　rice　cake
are　slightly　inferior　to　that　of”Koganemochi’㌧It　is　possible　to　be　carried　out　processing　use　as　healthy
£oods，such　as　rice　cake　of　germin＆ted　brown　rice，and　rice　cake　with　giant　embryo．This　variety　seems
to　possess　true　b1＆st　resistance　genes　P毎，field　resistance　to　le段fblast　is　moderate，and　field　resist＆nce
to　panicle　blast　is　moderately　resistant．This　v＆riety　is　moderately　tolerance　to　lodging，and　tolerant　to
sprouting　is　moderate，and　cool　weather　tolerance　is、weak，”Mebaemochi”cεしn　be　grown　in＆region
from　Middle－Tohoku　area　to　Kyushu　area　of　Japan£or　new　uses　ofbrown　rice，
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